
琵琶湖河川事務所って何してるの？そんな学生達、求む。

琵琶湖河川事務所では、令和7年7月28日～8月1日の5日間、2名の学生を受け入れ、就業体験実習（イ
ンターンシップ）を実施しました。今年度は河川行政に関する座学、現場視察、業務打合せ体験などを盛
り込んだカリキュラムとし、琵琶湖河川事務所の仕事（河川行政）について、インターンシップを通じて学
んでいただきました。就職活動やその後の社会人生活のヒントとしてお役に立てれば幸いです。
学生の皆様、参加お待ちしております！！詳しくは「近畿地方整備局 採用サイト」で

R7.8.5～琵琶湖河川事務所 就業体験実習（インターンシップ） 2名の学生を受け入れ～

★次ページから今回受け入れた学生作成の活動報告です

★令和7年度就業体験実習 カリキュラム

若手職員とのコミュニケーションタイム 座学（琵琶湖の水位管理）

★令和7年度就業体験実習 実施状況

検索 ※令和7年度募集は
終了しました

広報施設（アクア琵琶）見学

現場視察（野洲川） 現場視察（天ヶ瀬ダム） 現場視察（天ヶ瀬ダム再開発）

Ku-SAT操作 業務打合せ体験現場視察（大戸川ダム）



琵琶湖河川事務所の就業体験実習に参加しました

○令和７年7月２８日～８月１日の５日間、琵琶湖河川事務所の職業就業体験に参加しました。
○体験では、野洲川、天ケ瀬ダム、大戸川ダムなどの現場視察や、琵琶湖河川事務所が行っている
事業についての説明を詳しく受けることができました。
〇一つ一つの判断に周辺環境や地域の人々への配慮などが必要で、地域の人々と連携して暮らしを
守っている職員の方々の責任の重さを強く感じました。

～暮らしを守る責任感～ R7.8.1報告会（インターン学生作成）



川と人をつなぐ仕事を学んだ5日間
～〜瀬田川・野洲川・ダム管理の現場を見て学んだこと〜～ R7.8.1報告会（インターン学生作成）

●7月下旬に行われた琵琶湖河川事務所でのインターンシップに参加しました。瀬田川や野洲川
流域における水環境の保全、防災、ダム管理、地域活性化など、多岐にわたる業務を5日間にわ
たり体験し、河川行政の現場について理解を深めました。
●初日は水生生物調査を体験し、水質と生物の関係について学びました。
●その後、瀬田川洗堰や天ヶ瀬ダムと大戸川ダムの見学、堤防管理の現地視察、災害対策機器や
河道設計の打ち合わせへの同席など、幅広い学びが得られました。
●特に、現場で働く職員の皆さんの責任感や地域を守る姿勢に強く感銘を受けました。




